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1. はじめに
　シチズンサイエンスは科学の専門家ではない人々
によって行われる科学研究を指し、その活動は世界的
に拡大しつつある。2015 年 9 月に発出された「ホ
ルドレン覚書」では、①シチズンサイエンスの生み
出す経済的価値が年間 25 億ドルに相当すること、
②シチズンサイエンスが科学を推進・加速するとと
もに、社会的ニーズへの取り組みを促進し、その解
決に貢献すること、③シチズンサイエンスへの参加
は、市民に Science, Technology, Engineering and 
Mathematics（STEM）領域における実践的な学習の
機会をもたらし、市民と科学の距離を近づけることな
どが述べられていた1）。今後、シチズンサイエンスは
共創型研究を駆動し、未来共創を促す重要な取り組み
となる。現在、シチズンサイエンスを活用した研究は
日本でも活発化する兆しがあり2）、特に、フィールド
ワーク等では、サンプル数をできるだけ多く採りたい

場合や、ある情報の地域分布を効率良く見るために、
市民の協力を得ることが既に行われている。先の日本
学術会議主催学術フォーラム「COVID-19 とオープ
ンサイエンス」では、⼭極壽⼀日本学術会議前会⻑・
京都大学前総⻑は、ICT を活用したクラウドソーシン
グの形で進展している共創型研究としてのシチズン
サイエンスに言及し、その重要性を指摘した。
　共創型研究としてのシチズンサイエンスのもたら
す便益としては、フィールドで大量のデータを迅速に
取れることと、非専門家の視座で専門家の見落とす事
柄がすくいとれることの他に、参加する非専門家の科
学リテラシーを向上することがある3）。さらに、社会
に眠る科学的才能を持った人材を発見する新たな手
段としても注目されている4）。共創型研究では目的や
分野特性に応じて様々なスタイルが生まれ、社会課題
解決のための新たな手法も提供しうることが、後述す
るこれまでの取り組みからも示されている。そのた
め、そうした社会課題解決型のシチズンサイエンスの
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参加者は、市民に限らず、企業や NPO も含む複合的
なものとなる。
　我が国の動向としては、第５期科学技術基本計画の
中で、シチズンサイエンスが世界的に拡大する兆しが
あることを受けて、今後、シチズンサイエンスの推進
を図るとともに、研究者が国民や政策形成者等ととも
に研究計画を策定し、研究実施や成果普及を進めるよ
うな方法論の創出と環境整備を促進することなどが
述べられている。この流れを受けて、日本学術会議若
手アカデミーは、従来の競争型サイエンスから共創型
サイエンスへのシフトチェンジを目指し、シチズン
サイエンスの推進に向けた活動を行ってきた。2018
年７月には、シチズンサイエンスの紹介、そしてシチ
ズンサイエンスが馴

な
染
じ

む学術分野の検討をテーマと
したシンポジウムを開催し注 1、同年 12 月、2019 年
３月にはシチズンサイエンスの普及について考える
ワークショップを開催した注 2、3。さらに、2019 年
10 月には、先端・次世代のシチズンサイエンスの世
界的動向を掴

つか
むため、若手中心の国際会議である筑波

会議にて、「G7 若手科学者会合：SDGs 時代の「科
学」をアップデートするシチズンサイエンス」と題す
るセッションを行った注 4。これらの取り組みを通じ
て、海外と比較した際のシチズンサイエンスの国内の

現況を分析し、その実践に当たり解決すべき課題を提
言として発出するに至った注 5。また、この提言の発
出を受けて第６期科学技術・イノベーション基本計
画には、シチズンサイエンスを活性化するための環境
整備や、 2022 年度までの着手を想定した１万人規
模のシチズンサイエンスの研究プロジェクトを⽴ち
上げることが明記された注 6。
　しかしながら、現状ではシチズンサイエンスの社会
実装は十分とは言い難い。この理由の⼀つに、現行の
シチズンサイエンスの担い手（シチズンサイエンティ
スト）が、⼀部の科学愛好家や、社会課題へ高い関心
を持つ人々に限られることが挙げられる。これまで
のシチズンサイエンスは、アカデミア（academia）
とシチズン（citizen）が行う A&C スタイルと、科
学リテラシーの高いシチズン（citizen）が、そうで
はないシチズン（citizen）とともに行う C&C スタ
イルが主流であった。しかし、後述する理由により、
今後は企業や官公庁がシチズンサイエンスの仕組み
を活用して、シチズンとともに事業展開を行う B&C

（business & citizen）スタイルのシチズンサイエン
スが重要になると考えられ、既にその萌芽は見られつ
つある（図表）。産学官及び市民からなる多様なアク
ターにより展開される共創型研究としてのシチズン

注 1 https://globalyoungacademy.net/young-academy-of-japan-hosted-symposium-on-citizen-science/
注 2 http://www.scj.go.jp/ja/scj/wakate/pdf/181201.pdf
注 3 http://www.scj.go.jp/ja/scj/wakate/pdf/190302.pdf
注 4 https://tsukuba-conference.com/2019/sessions/e18s
注 5 http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t297-2.pdf
注 6 https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf

図表　A&C、B&C、C&C スタイルのシチズンサイエンスの特徴
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サイエンスのインセンティブを持続可能なものにす
るためには、各アクターそれぞれにとっての便益を生
み出すことで関心が持続する研究をデザインするこ
とが重要であろう。そして、それこそがイノベーショ
ン新潮流の素地を提供することにつながる。B&C ス
タイルの拡大は、シチズンサイエンスを事業戦略に取
り入れることで、シチズンサイエンスに参画する人々
の関心が持続する研究デザインを可能にし、その担い
手を産業界にも広げることが予想される。本稿では、
A&C スタイルと C&C スタイルを中心に展開されて
きたこれまでのシチズンサイエンスを振り返るとと
もに、日本心理学会での B&C スタイルのシチズンサ
イエンスの事例を紹介し、その展望と課題についてま
とめる。

2.  A&C・C&C スタイルのシチズンサイエン
スの現状とこれまで

　A&C スタイルは、多くの事例で学術への貢献が認
められたことでシチズンサイエンスの定型として世
界的に広がっている5）。例えばベルギーでは、アント
ワープ大学の生物地理化学者 Flip Meysman の率い
る研究チームが、国内の大気汚染状況を調査するため
に市民の参加を募り、大規模なデータを収集するこ
とに成功している注 7。また、英国のオックスフォー
ド大学と米国のアドラー・プラネタリウムを拠点と
する Zooniverse は、市民が銀河の観測画像を分類、
整理する Galaxy Zoo と名付けた Web サイトを運
営している注 8。この Web サイトでは、アップロー
ドされた７万点余りの銀河の画像をシチズンサイエ
ンティストが観察し、銀河が楕

だ
円
えん

形なのか、渦巻が時
計回りなのか、反時計回りなのかというコンピュー
ターには難しい判定を行い分類している。この作業の
過程で新規の銀河の画像が発見され、これはのちに、
参加したシチズンサイエンティストを共著者とする
研究論文出版へと至った6）。また、コーネル大学鳥類
学研究室は、市民が渡り鳥などの鳥の生態を観察した
結果を Web サイト上で共有できる eBird を運営し

ている注 9。2002 年以来、これまでに 50 万人以上の
シチズンサイエンティストが参加し、提供されるデー
タ量は毎年 40 パーセント程度増加している。参加者
によりアップロードされたデータは、研究用データと
してダウンロードすることが可能で、鳥類の研究はも
とより、自然環境や生物多様性の保全など、様々な方
面で利用されている。他にも、ケンブリッジ大学の
数学者 Timothy Gowers の呼びかけから始まった
Polymath Project7）、注 10、カリフォルニア大学バー
クレー校宇宙科学研究室の運営する SETI@home 注 11

などがある。日本でも、京都大学の宇高寛子助教によ
るナメクジ分布状況の調査注 12 や、⼭形大学の横⼭潤
教授と東北大学の大野ゆかり研究員によるマルハナ
バチの分布状況調査注 13 で、A&C スタイルのシチズ
ンサイエンスが実践されている。
　市民が運営母体となる C&C スタイルのシチズン
サイエンスとしては、主に環境保全運動や公害問題
に関する市民運動が行われきた。この代表例として
は、例えば、1963 年に静岡県東駿河湾地域で石油
コンビナートの誘致計画が発表されたことをきっか
けに展開された住民運動がある。この住民運動では、
コンビナートから排出される大気汚染物質が沼津地
区に与える影響を評価するため、地元の工業高校の
理科教員が主導し、生徒たちが協力して大気の流れ
が調べられた8）。さらに、NPO 法人市民科学研究室

（市民研）注 14 の活動も、C&C スタイルのシチズンサ
イエンスである。市民研では、1992 年の設⽴以来、
食品安全や電磁器具の安全性、生殖医療から母乳の
科学まで、市民の関心に即した科学を実践、教育、普
及する活動に取り組んできた。

3.  B&C スタイルのシチズンサイエンスの
特徴と課題

　⼀方、日本よりもシチズンサイエンスが盛んな国で
は、A&C スタイルや C&C スタイルのシチズンサイ
エンスが行政機関の承認を受け、また、その業務を支
援する活動としても認識されている9）。米国では、環

注 7 https://curieuzeneuzen.be/
注 8 https://www.zooniverse.org/projects/zookeeper/galaxy-zoo/
注 9 https://ebird.org/home
注10 https://polymathprojects.org/
注11 https://setiathome.ssl.berkeley.edu/
注12 https://sites.google.com/site/udakawebsite/home
注13 https://academist-cf.com/journal/?p=6012
注14 https://www.shiminkagaku.org/
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境保護局がシチズンサイエンスを業務の⼀環として
運営し、市民に調査への参加を呼びかけている注 15。
また、連邦政府では、Crowdsourcing and Citizen 
Science Act 2016（クラウドソーシング及びシチズ
ンサイエンス法 2016）注 16 に基づき、あらゆる行政
機関が運営するシチズンサイエンスを Web サイト
で紹介し、参加を呼びかける citizenscience.gov 注 15

を運営している。欧州では、欧州委員会がシチズンサ
イエンスのための助成金プログラムを提供している。
さらに国連の環境保護プログラムでも、シチズンサイ
エンスが活用されている。
　こうした、諸外国のシチズンサイエンスの隆盛は、
シチズンサイエンスを運営する機関・団体の参加者
を集めるためのネットワークが組織化されているこ
とにも表れている。現在、欧州では European Citizen 
Science Association 注 17、 米 国 で は The Citizen 
Science Association 注 18 が組織され、団体間の情報
交換とシチズンサイエンスの普及推進に取り組んで
いる。さらに、国際団体として国連（国際連合）の
科学・政策・ビジネスフォーラムにおいて、2017 年
に、Citizen Science Global Partnership 注 19 も組織
された。
　これらの動きには、シチズンサイエンスを公益事業
として制度的に認知することで、その活動を社会制度
的、経済的に持続可能な形で社会実装させる B&C ス
タイルのシチズンサイエンスの萌芽を見ることがで
きる。科学への関心の高い市民の自主的な活動に依存
する側面も大きかった A&C スタイルや C&C スタイ
ルのシチズンサイエンスとは対照的に、B&C スタイ
ルのシチズンサイエンスは、シチズンサイエンスの担
い手が、⼀部の人々に限られてきたことで進展しな
かった「シチズンサイエンスの社会実装」を急速に進
めうるポテンシャルを持つ。
　この可能性を知らしめたのが、福島第⼀原発事故
後、個人がガイガーカウンターで測定した放射線量
データを収集し、公開するネットワークを構築した
Safecast である注 20。Safecast は事故後の日本の状
況を、インターネットを通じて海外に発信するため

に、米国オレゴン州に拠点を置く Web デザイン会
社 Uncorked Studios の経営者、マルセリーノ・ア
ルバレスが⽴ち上げたサイト、RDTN.org を前身と
する。この運動に IT 技術者等がボランティアとして
参加し、放射線量測定キットの開発に至った。その
後、IT 企業を拠点とする技術者等の取り組みに、マ
サチューセッツ工科大学の伊藤穰⼀所⻑（当時）をは
じめとするアカデミアも参加し、市民による科学的な
データ収集活動へと発展してきた。これは、IT 企業
の企業家精神と市民の参加が放射線被害の科学的解
明に生かされた事例として評価されている10）。
　同様に、企業の力と市民参加を橋渡し、市民ととも
に事業展開を行う取組を、現在、日本心理学会が行っ
ているので、以下に紹介する。当該学会では「日本心
理学会認定心理士（以下、認定心理士）」と呼ばれる
資格を持った市民が参画する「シチズン・サイエンス
プロジェクト」を 2018 年に開始した注 21。認定心理
士資格は、大学における心理学関係の学科名が学際性
を帯びてきて、必ずしも心理学という直接的名称が使
われていない場合が多いことから、心理学の専門家と
して仕事をするために必要な、最小限の標準的基礎学
力と技能を修得していると日本心理学会が認定した
個人に与えられる資格である注 22。認定心理士の多く
は研究教育機関に属していない。
　認定心理士の資格審査は、日本心理学会の資格認定
委員会が行い、同委員会は、申請者が提出した心理学
関係科目修得単位表に記載された内容を中心とする
書類審査によって認定の可否を決定する。心理学関係
科目修得単位表は、申請者が学会所定の様式で記載し
たものであり、その内容が、資格認定委員会では厳し
く検討される。認定業務の現況は、資格認定委員会か
ら日本心理学会理事⻑、日本心理学会理事会、及び総
会に定期的に報告される。多くのシチズンサイエンス
では、参加者に科学リテラシーを求めることはなく、
また、参加者の科学リテラシーを高めるシステムも整
備されていない。そのような文脈で日本心理学会が実
施する認定心理士資格制度を見たとき、当該システム
はシチズンサイエンティストを養成するシステムと

注15 https://www.epa.gov/citizen-science
注16 https://www.congress.gov/bill/114th-congress/house-bill/6414/text
注17 https://ecsa.citizen-science.net/
注18 http://www.citizenscience.org/
注19 http://citizenscienceglobal.org/
注20 https://safecast.jp/
注21 https://psych.or.jp/authorization/citizen/
注22 https://psych.or.jp/qualification/
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https://www.congress.gov/bill/114th-congress/house-bill/6414/text
https://ecsa.citizen-science.net/
http://www.citizenscience.org/
http://citizenscienceglobal.org/
https://safecast.jp/
https://psych.or.jp/authorization/citizen/
https://psych.or.jp/qualification/
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言える。現在、日本心理学会で行っているシチズン・
サイエンスプロジェクトは、認定心理士が持つすばら
しい能力、具体的には、人間（個人・集団）を測る技
能としての能動的対人測定法や問題発見と調査⽴案
力を社会に広め、認定心理士の新たなキャリアパスを
切り拓

ひら
くことを目的として、学会独自の取り組みとし

て行われてきた。そして、このプロジェクトを株式会
社電通（以下、電通）や神奈川県庁、さらに、株式会
社三菱総合研究所（以下、三菱総合研究所）との共同
事業へ拡大する計画が進められている。電通との共同
事業では、認定心理士を社会的テーマの調査への自発
的なアドバイザーと位置づけ、認定心理士が持つ学術
的知見を経済活動に還元する。認定心理士に、官公庁
事業公示案件や企業のマーケティングフェーズでの
意見抽出・専門的評価などの調査にアドバイザーと
いう形で参加してもらい、認定心理士の特性である極
めて質の高い内省報告、すなわち「個人がどのように
感じ、考えたかの客観的な報告」を事業に採り入れる
ことを目指している。神奈川県庁との共同事業では、
シチズン・サイエンスプロジェクトを活用した未病
指標の調査について行い、未病指標を測定するアプリ
ケーションの操作性等について、調査票（Web アン
ケート）により確認し、得られた結果を、今後の未病
指標の改修機能に役⽴てた。このプロジェクトでも、
神奈川県庁が認定心理士の持つ質の高い内省報告能
力を評価し、共同事業に至っている。三菱総合研究所
との共同事業では、自治体における IoT 等を活用し
た、シニアの社会参画がもたらす心理的好影響に関す
る研究プロジェクトに認定心理士が参画し、認定心理
士各々が持つ、独自の人的ネットワークを活用するこ
とで、これまでプロジェクトに巻き込めていないサイ
レントマジョリティーの層の開拓に成功し、幅広い層
への調査を展開した。認定心理士の職種は様々であ
る。そのため、各自が所属するコミュニティの中で独
自のネットワークを持っており、この事業では、認定
心理士の持つそのようなネットワークが、サイレント
マジョリティーの層へのアクセスを可能にすると考
え、共同事業に至った。いずれの事業でも事前に了承
を得た人を対象に事業に参加してもらい、これらのプ
ロジェクトを通じて、これまで以上に社会に対して認
定心理士の存在を認知させ、認定心理士資格の取得が

取得者の新たなキャリアパスを構築することに貢献
したいと、日本心理学会は考えている。
　しかし、B&C スタイルのシチズンサイエンスには
データ管理の側面で見ると倫理的課題もある。それ
は、B&C スタイルのシチズンサイエンスにおいては、
市民の採取するデータや、場合によっては市民自身の
身体情報が、経済的インセンティブを持つ企業によっ
て搾取されるのではないかという課題である。搾取の
可能性については、これまで、A&C スタイルのシチ
ズンサイエンスでも、アカデミアによる市民の労働力
搾取の可能性として、プロジェクト進行中の課題だっ
たが、市場原理に基づく B&C スタイルではより⼀層
浮き彫りになる。この課題を解決するためには、参加
する市民から、研究参加に関する十分な説明に基づく
自発的な同意を取得することはもとより、研究に参加
する市民にとっての経済以外の多様なインセンティ
ブを認めることが重要である。市民がシチズンサイエ
ンスに参加する動機は、社会参加や承認欲求の充足、
社交や自己実現、さらには生命安全、環境保全、高齢
者介護、子育て環境の充実という社会課題の解決等、
多様にあり得る。それら多岐に亘るインセンティブ
に応える研究をデザインすることで、B&C スタイル
が、市民の労働力を搾取する構造に陥ることを防ぐこ
とができるだろう。

4.  おわりに
　本稿では、シチズンサイエンスの社会実装におけ
る A&C スタイル、C&C スタイルの現状とこれまで
を振り返り、日本心理学会で取り組んでいる B&C の
特徴と課題をまとめた。シチズンサイエンスが今後社
会実装されるためには、事業戦略に取り入れた形での
展開が効果的であり、B&C スタイルの拡大は「社会
に眠る専門的能力を持った市民」、すなわち潜在プロ
フェッショナルへの注目を高めることにつながる。シ
チズンサイエンティストは社会にとっての知的な共
同財産である。彼らを今後どのように育成し、また活
躍の場を提供できるかは、革新がその成⻑に必須であ
るはずのポストコロナにおける学術界、各企業の生存
戦略に影響することも間違いない。
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